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朝日 Nvest グローバル バリュー株オープン（愛称：Avest-E）の 

基準価額の変動について 

 

 

平素より、「朝日 Nvest グローバル バリュー株オープン（愛称：Avest-E）」（以下、当ファンド）をご愛顧

賜り、厚くお礼申し上げます。 

 

さて、9 月 22 日～23 日（現地）の海外株式市場は、ＦＲＢ（米連邦準備理事会）のタカ派的な金利政策

が米経済を後退させるとの懸念の中、世界の主要市場で株価が急落しました。一方、為替市場では、日

銀の為替介入等を受け、円は米ドルに対しても欧州通貨に対しても円高となりました。このような中、9 月

26日の当ファンドの基準価額は、前営業日（9月 22日）と比べ 845円下落（▲5.80％）の 13,713円となり

ました。また、当ファンドで多く保有している金融や自動車を含む景気敏感セクターの銘柄や欧州の銘柄

が大きく下落したことも、基準価額を押し下げる要因となりました。 

 

表① 主要各国株価指数                 表② 主要通貨の対円為替レート 

当ファンドは実質的な運用をマザーファンドで行っています。マザーファンドの外貨建資産の運用指図

に関する権限につきましては、米ハリス・アソシエイツ・エル・ピー（本社はイリノイ州シカゴ。以下「ハリス・

アソシエイツ社」といいます。）に運用を委託しています。 

株式市場は不安定な展開となっていますが、ハリス・アソシエイツ社では、引き続き、独自のファンダメ

ンタルズ調査に基づき、企業の持つ本源的価値を大幅に下回る価格で取引されていて、かつ経営陣が

実質オーナーとしての自覚を持って行動しているような質の高い企業を探し出して投資します。投資家が

金利やインフレに注目する中、ハリス社は、この不確実性の結果として生じる一時的な株価のミスプライス

(過大評価や過小評価)を見出そうとしています。どのような市場環境であっても、ハリス社はお客様の資

金を長期的に成長させることに注力致します。 

今後とも引き続き、当ファンドをご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

臨時レポート 

9月21日 9月23日 騰落率 9月22日 9月26日 騰落率

米国（ＮＹダウ） 30,183.78 29,590.41 ▲1.97% 米ドル 144.51 144.02 ▲0.34%

スイス（SMI） 10,429.40 10,137.78 ▲2.80% スイスフラン 149.13 146.32 ▲1.88%

ドイツ（DAX） 12,767.15 12,284.19 ▲3.78% ユーロ 141.84 139.08 ▲1.95%

英国（FT100） 7,237.64 7,018.60 ▲3.03% 英ポンド 162.36 154.23 ▲5.01%
※基準価額への反映を考慮して前営業日の値を表示しています。 ※対顧客電信売買相場仲値（TTM）を表示しています。
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■投資信託に係るリスクについて 

投資信託は、主に国内外の株式や公社債等の値動きのある証券を投資対象とし投資

元金が保証されていないため、当該資産の市場における取引価格の変動や為替の変動

等により投資一単位当たりの価値が変動します。従ってお客様のご投資された金額を下

回ることもあります。 

又、投資信託は、個別の投資信託毎に投資対象資産の種類や投資制限、取引市場、

投資対象国等が異なることから、リスクの内容や性質が異なりますので、ご投資にあた

っては投資信託説明書（交付目論見書）をよくご覧ください。 

 

■投資信託に係る手数料等について 

[ご投資頂くお客様には以下の費用をご負担いただきます。] 

■申込時に直接ご負担いただく費用 …… 申込手数料 上限 5.5％（税抜 5.0％） 

■換金時に直接ご負担いただく費用 …… 信託財産留保額 上限 0.3％ 

■投資信託の保有期間中に間接的にご負担いただく費用  

…… 信託報酬 上限 2.035％（税抜 1.85％） 

■その他の費用 …… 上記以外に保有期間等に応じてご負担頂く費用があります。 

詳しくは投資信託説明書（交付目論見書）でご確認ください。 

 

《ご注意》 

 上記に記載しているリスクや費用項目につきましては、一般的な投資信託を想定して

おります。費用の料率等につきましては、朝日ライフ アセットマネジメントが運用するすべ

ての投資信託が徴収するそれぞれの費用のうち、最高の料率を記載しております。投資

信託に係るリスクや費用は、それぞれの投資信託により異なりますので、ご投資をされる

際には、事前によく投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。 

 

朝日ライフ アセットマネジメント株式会社 

金融商品取引業者関東財務局長(金商)第 301号 

加入協会：一般社団法人投資信託協会/一般社団法人日本投資顧問業協会 

 



【広告審査済】 

この資料は情報提供を目的として作成したものであり、特定の商品の投資勧誘を目的として作成した

ものではありません。 

むさし証券の概要 
商 号 等：むさし証券株式会社  金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第１０５号 

加入協会：日本証券業協会、一般社団法人第二種金融商品取引業協会 

 

商品毎に手数料等およびリスクは異なりますので、当該商品等の契約締結前交付書面、目論

見書等またはお客様向け資料の内容を十分お読みいただき、投資に関する最終決定はお客様

ご自身の判断でなさるようお願いいたします。 

 

 

手数料等諸費用について 

 国内上場株式等の売買等にあたっては、約定代金に対し、最大 1.243％（税込）（但し、最低手
数料 2,750円（税込））の委託手数料をお支払いただきます。 

 外国上場株式等の売買等にあたっては、約定代金に対し、2.200％（税込）（但し、最低手数料
5,500円（税込））の委託手数料をお支払いただきます。 

 国内および外国上場株式等を募集等、または相対取引により購入するにあたっては、購入対価の
みをお支払いただきます。 

 債券を募集、売出し等、または当社との相対取引により購入するにあたっては、購入対価のみを
お支払いただきます。（但し、購入対価に別途、経過利息をお支払いただく場合があります。） 

 投資信託の売買等にあたっては、銘柄ごとに設定された各種手数料等（直接的費用として購入時
に最大 3.85％の購入時手数料（税込み）、解約･償還時に最大 0.50％の信託財産留保額、間接的
費用として最大年率 3.80％の運用管理費用（信託報酬）、及びその他の費用等）をお支払いた
だきます。 

 外貨建て商品の売買、償還等にあたり、円貨と外貨を交換する際には、外国為替市場の動向をふ
まえて当社が決定した為替レートによるものといたします。 

リスクについて 

 各商品等には、株式相場、金利水準、為替相場、不動産相場、商品相場等の変動に伴い、価格等
が変動することによって損失が生じるおそれがございます。 

 各商品等には発行者の信用状況等（財務・経営状況を含む）の変化およびそれらに関する外部評
価の変化等により、損失が生じるおそれがございます。また発行者の信用状況等によっては、利
金・償還金等の支払いの遅滞・不履行が生じるおそれがございます。 

 新株予約権、取得請求権等が付された上場有価証券等については、これらの権利を行使できる期
間に制限がございます。 

 各商品等が外貨建てである場合、為替相場（円貨と外貨の交換比率）が円高になる過程では円貨
換算した価値は下落し、逆に円安になる過程では円貨換算した価値は上昇することになります。
したがって、為替相場の状況によっては為替差損が生じるおそれがございます。 

 信用取引またはデリバティブ取引等を行う場合、対象となる有価証券の価格又は指標等の変動に
より、損失の額がお客様の差し入れた委託保証金または証拠金の額を上回るおそれ（元本超過損
リスク）がございます。 

その他 

 外国の発行者が発行する上場有価証券については、金融商品取引法に基づく開示書類が英語によ
り記載されることがあります。該当する上場有価証券は日本証券業協会のホームページ
（http://www.jsda.or.jp/shiraberu/foreign/meigara.html）でご確認いただけます。 

金融商品取引法に基づきお客様にご留意いただきたいリスク等を以下に記載させていただき
ましたので、必ずお読み下さい 

 


	弊社取扱いファンド_朝日ライフAM_朝日Nvestグローバルバリュー株の基準価額下落について（2022年9月26日）.pdf
	20200701_レポート_リスク文言＜縦＞

